
 

 

 

認め合い，かかわり合う 

授業をつくる 
 

～集団の中で一人一人が伸びる特別支援教育実践事例集～ 
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□集団の目標と個々の目標をそれぞれ立てている。 

□子どもたちは笑顔で学習に取り組んでいる。 

□子どもの活動量を十分に確保している。 

 

 

□子どもが学習内容を理解し，主体的に動ける環境づくりをしている。 

□子どもを認め，学習の過程を評価する言葉がけをしている。 

□障害の状態と発達段階を踏まえた課題を工夫している。 

□一人一人の活躍の場を設けている。 

 

 

□子ども同士のコミュニケーションの機会を設定している。 

□役割分担し，協力し合う機会を設定している。 

□教師から認められる場面がある。 

□子ども同士が互いに認め合う場面を設定している。 

□自分を振り返る場面を設定したり，その手立ての工夫をしたりしている。 
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����てはまる�目に����をつけてみましょう�

この冊子は，特別支援学級を担任している方，通常の学級で特別支援教育の対象となる子ども

にかかわっている先生方を対象として，集団の中で一人一人の子どもを伸ばしていける授業づく

りに役立つことを願って作成しました。 

�������������������� 

「集団の中で一人一人が伸びる授業とは？」と聞かれた時，あなたは何と答えますか。私たち

は教師として子どもと向き合い，授業づくりのプロとして授業で勝負しています。子どもが学ん

でいる，子どもが育っていると実感できる授業づくりのために努力しています。 

しかし，特別支援教育を初めて経験した先生方の中には，「プリント学習で個別指導が中心に

なってしまう」「何を育てないといけないのか」「どうやって学ばせたらよいのか」等の悩みや迷

いを抱きながら授業に臨むこともあるのではないでしょうか。 

�て，����はいくつありましたか？ 
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各ページの構成は以下のようになっています。

�� ������ ��
 

����� ��������������������������� ��� 

��学校（����学級） �������������������� ��� 

��「興味・関心をひく教材や教具」～ICT 機器（電子黒板等）の活用を例に～  

��学校（����学級） �������������������� ��� 

�活単元学習「主体的な活動を引き出す働きかけ」  

��学校（��の学級） ��������������������� ��� 

�育「安心して取り組めるルールづくり」  

��学校（����学級） �������������������� ��� 

��「行事を利用した発表の指導」  

��学校（����学級） �������������������� ����

��学習「かかわりを促す場の設定」   

��学校（��の学級） ��������������������� ����

学級指導「協力を育てるグループ活動」   

�����学校�等� ���������������������� ����

���育「お互いを大切にする性に関する指導」  

��学校 「アーチルと連携した支援」 ・・・・・・・・・・・・・ ����

����� �「���い，かか������」����た��� ��� ����

学習活動 教師の工夫や働き

かけ 

学校種

学級種

教科等

こんな子どもたち 

教師の願いと思い 

育てたい力 

集団への 

働きかけ 
個への配慮

コラム 

（子どもたちの変容や効果のあっ 

た教材，指導のポイントなど） 

�イト� 
単元（題材）名「     」 

本時のねらい： 
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こんな子どもたち 

 

 
 
 
 
 

教師の願いと思い 

 
 
 
 
 
 
 

こんな力を育てたい！ 

 
 
 
 
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小学校 

特別支援学級

算数 

・学習の流れのルーティン化 

（「個別課題」→「電子黒板を活用しての

一斉指導」） 

・子どもが電子黒板を操作する場面の設定

・電子黒板を媒体として友達とかかわり合

う場面の設定 

・機器の扱い等のルール作りと徹底 

・興味・関心が多様「バッハは何年に生まれたの？何歳で亡くなったの？」。 

・ゲームや機器は「面白そう」と思うと，すでに触っている！興味津々。 

・我関せず。友達には関心がない。「先生と自分」という関係が主。 

 

自分の気持ちをうまく伝えられず，友達同士のかかわりが�い・・・。 

・友達同士でかかわれるようになってほしい。 

・同じ話題やテーマで楽しさを共有し，一緒に笑ってほしい。 

・パニックになる前に，自分の気持ちや感情を伝えられるようになってほしい。 

 

人とのかかわりをもち，��と一緒の心�よさを感じられるようになってほしい。

・「個別課題」の内容と量 

→すぐに取り組める内容，量の課題 

→教師が手伝わなくてもできるもの 

・一人一人が好む称賛（拍手，頭をなでる，

トークンの活用，ハイタッチ等） 

・電子黒板を操作する際の個別の支援 

・成功体験の積み重ね 

�������������

��������

��������

���� ���������������� 

そのための

個への配慮

そのための 

集団への働きかけ 

ルーティン…日常的に決まっている作業や業務 トークン…子どもが適切な行動を取れたときに褒美と

して与えるもので，「頑張った」「できた」ということを

分かりやすく伝えるシールやスタンプ等のこと 
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題材名「大きな数（位）の学習」 

本時のねらい：買い物学習を通して大きな数を理解できるようにする。 

 

学習活動 教師の工夫や働きかけ 

個別課題 

○習熟度に合わせて個

別課題に取り組む。 

 

一斉指導 

○電子黒板を活用し，一

斉学習を行う。 

○課題 適した量，自信をもたせる課題を継続して用意する。 

○称賛 トークン，ハイタッチ，自尊心をくすぐる声掛けをする。

何度でも名前を呼んで「○○ちゃん，すごいね！」 

 

○効果的な教材を活用する。 

「面白い」「動きがある」「○×がはっきりしている」 

「分かりやすい」子どもが好みそうなものを選択。 

  例： Flash を使用した著作権フリーの教材集 

YouTube 動画 

算数ソフト 

 

 

○みんなで買い物をする場面を設定する。 

○個の指導段階に応じて発問をする。 

「この数字はなあに？」 

「買える？買えない？」 

「（品物の写真）これは，何？」  

「どのお金を何個出して払う？」 

「千の位の数字を読みましょう」 

 

○子ども同士がかかわり合う場面を設定する。 

お互いに教え合ったり，友達の操作を見て気付いたりする  

場面を大切にする。 

 

��������������������������� 
 

・指先が不器用でも簡単操作 OK！ 

タッチパネルで誰でもできる！ 

・教材によって，答えがはっきり明確！○か× 

・すぐに集中 

・個別課題も意欲的  

・気持ちを引き出す 

 

・育つ仲間意識 

買い物の他にも 

「お菓子づくり」 

「ゲーム」なども

題材になります。 

Flash・・・音声や動画，アニメーション

を組み合わせて作られたコンテンツ。マウ

スやキーボードによる操作が可能。 

�イ�イ�しない，�せない。 

�算数なら学習効果�大！ 

�「見て！」と�わずとも，子どもたちみんなが見ていました。ス�イ！

�理�は，「�わって，�く電子黒板での��がしたいから！」 

�「もっとやりたい」「�はこれがいい」という発�は，やりた

い気持ちがあるからこそ。電子黒板の�！ 

みんなで見合ったり笑ったり。「我関せず」の子どもたちとは思えませんでした…

笑える「ちょっと変な絵」が入っていると，ノリノリで見ていました。 
「この問題は難しいから○○ちゃんがやれば？」とお互いを理解し，かかわり合う

姿が見られるようになってきました。 
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こんな子どもたち 

 

 

 

 

  

教師の願いと思い 

 

 

 

 
 

 

こんな力を育てたい！ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見通しをもち，自信を 

もって活動する力 

小学校 

特別支援学級

生活単元学習

主体的な活動を引き出す働きかけ 

・難しいと思ったことは，あきらめてしまい，取り組もうとしない。 

・できそうなことでも自信がなく，自ら取り組むことが少ない。 

 

自信がなく，���な子どもた�・・・ 

・できることを増やし，自信をもたせたい。 

・「楽しかった」「おもしろかった」「できた」という経験を積み重ね，「またやりたい」

「頑張って良かった」という達成感や次の活動への意欲をもたせたい。 

・難しいと感じたことにも挑戦できるようになってほしい。 

 

自�で��，��，�動する�を�に付けてほしい。 

・ 第 1 時に体験場面を設定（または

画像で擬似体験）  

→楽しい思いをさせ意欲付け 

・ 実際の場面に即した活動や状況

を設定して繰り返し練習 

・ 子ども同士のかかわりが生まれ

るような場を設定 

・ 実物や画像を利用した全員での

振り返り  

→活動の確認と次時への見通し 

・ 言葉や画像での理解が難しい子どもへ

の対応は… 

→友達や教師の活動する姿を見せて見

通しや安心感をもたせてから活動へ。

・ 個に応じた達成可能な活動や役割の設定

→取組の内容やできたことを称賛し，

安心感と自信をもたせる。 

・ 活動内容や言葉等のパターン化 

→見通し，安心感をもたせる。 

そのための 

集団への働きかけ

そのための

個への配慮
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単元名「児童会のおまつりに魚釣りのお店を出そう」 

本時のねらい：協力してお店の準備や，やり取りの練習をすることができる。 

学習活動 教師の工夫や働きかけ 

○活動内容を想起する。 

○お店を準備する。 

 ・道具，物品の準備 

    

 ・場の準備 

 

○店の練習をする。 

・客と店員に分かれて練

習する。 

・自分の役割を果たせる

ようになった子どもは，

他の役割も練習をする。 

○第１時に見た画像や映像で活動内容を提示し，意欲付けを図る。 

○第１時に考えた，準備及び練習を行っておく。 

① 担任が一緒に準備する。 

② 担任の指示を受け準備する。 

③ 自分たちで考え，手順表を見るなどして準備する。 

 

・テーブルなどを協力して運ぶ場合には，まず子どもたちにさせて，そ

の難しさを感じさせ，どうするか考えさせる。その上で，子どもたち

の配置位置や持つ場所を実態に応じてシール等でマーキングする。慣

れてきたら，マーキングを少なくして自分たちで判断し，子どもたち

同士の声掛けで行動できるようにする。 

 

 

 

 

 

場の準備においても必要に応じて場所の

目印をつける。 

 

○やり取りのパターンを練習し，見通しを

もたせる。 

・店のシミュレーションをして準備物の不

備に気付かせる。 

・振り返りの場面を設け，各自の役割があってお店が成立することを体

験を通して理解させ，お互いの頑張りを認め合う場面を設ける。 

コラム２：全体と個のバランスが大切！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・ 積み重ねが大事   

 

・ 「できた！」「やって良かった」 

 

 

・ 仕事の内容や対応に必要な言葉はパタ

ーン化 

�見通しがもて，��をもって活動できる

 

�成�体験で�えることが大�！ これが

�の活動�の意欲，成�につながる 

 

�安心感をもって取り�める。その子ども

にとっては「お�り」になる 

活動の一場面において，以前の経験を思い出させ活用することが，「あのときと同じ

ようだ」「同じようにやってみよう」「できるかもしれない」という見通しをもったり，

安心したり，挑戦したりすることにつながる。 

はじめからすべてを教えてしまうのでは

なく，まず子どもたちにさせて考えさせ

る。そこから問題解決的に手順表などを提

示する場面を設定する。 

指導の 

段階 
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こんな子どもたち 

  

 

 

 

 

 

 

 

教師の願いと思い 

 

 

 
 
 
 
 

こんな力を育てたい！ 

 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

かかわり合う力 

認め合う力 

・全員共通の達成可能な目標設定 

・意欲を引き出す条件設定 

・安心して取り組めるルールづくり 

・全体指示の後，個別に説明 

・一人一人に応じた分かりやすい声

掛け 

�����り�め������り 小学校 

通常の学級 

体育 

自分の気持ちや要求は，言葉で伝えることができる。 

友達が好きで，友達の誘いには応じることもある。 

「こわい」から「できない」という不安感がある。 

「分からない」から「いやだ」という苦手意識がある。 

 
�は「��なと一�にやりたい�」という気持ちがあっても，なかなか取り組め�， 

��でいる� 

子どもが安心できる環境をつくり出すことで，課題に取り組む意欲をもってほしい。 

集団の中で，一人一人が生き生きと活動できるようになってほしい。 

 

 

��，��だけでなく，心も共�して活動に取り組�，達成感を�わってほしい。 
 

そのための

個への配慮

そのための 

集団への働きかけ 
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題材名「体力を高める運動」 

本時のねらい：進んで大縄跳びに参加し，連続して跳ぶことができる。 

学習活動 教師の工夫と働きかけ 

○今日の学習内容を知る。 

 

 

○学習に取り組むときのルールを

確認する。 

・全員共通の目標「一人一回は跳ぶ」 

・全員共通の条件「跳べた人は回す

役になっても良い」 

・全員共通の約束「悪口・非難は×。

応援・助言は◎」 

 

 

○大縄跳びをする（1 回目）。 

 

○作戦タイム。 

 

○大縄跳びをする（2 回目）。 

 

 

 

○感想発表。 

 

○前時の取組の様子を思い出させ，意欲をもって取り組めるよう

に励ます。 

 

○《集団への働きかけ》共通の目標，設定条件，約束を守って取

り組むように促す。 

・担任も約束を守ってかかわる。 

《個別の配慮》必要な子どもには，全体指示の後に個別に指示内

容を分かりやすく伝える。 

・自信がもてない子どもには，最初は「その場にいるだけで，見

ているだけでいいよ」と伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなのそばで，活動の

様子を見ている。みんな

は誘ってくれるが，無理

強いはしない。 

参加した友達の背中を

軽く押して，跳ぶタイミ

ングを教えている。次の

瞬間… 

授業における��バー�ル��イン 「ないと困る」，どの子どもにも「あれば便利」な指導方法

学級全体で「誰にも分かりやすく，安心して参加できる教育環境をつくる」ことが大切。

＜ポイント＞ ○分かりやすい授業づくり   ○学習の環境づくり 

○安心して学べる仲間づくり  ○満足感・成就感を味わえる学習活動の設定 

��������い���������の��� 

1 回目は遠くから見ていた。（やろうかな…，でも…，みんな楽しそう…，誰もせかさ

ないし，やってみようかな…，縄を回したいし…）2 回目，やってみた。最初は跳べなか

った。みんなからアドバイスをもらったり，後ろの人がタイミングよく背中を押してくれ

たりしたところ…， 

 

みんな拍手！跳べた本人は，「みんなのおかげだよ。ありがとう！」その後，「もっと跳

んでみたい」と，縄を回すことなく，何回も跳んでいた。 

教師が無理強いせず，気持ちが育つのを待つ姿勢が大切であることを再確認した。 

「跳べた！！」
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こんな子どもたち 

 

 

 

 

 

教師の願いと思い 

 

 

 
 
 
 
 
 

こんな力を育てたい！ 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

��� 

������

�� 

行事を利用した発表の指導 

・話すことや聞くこと，書くことについて個々の能力差が大きい。 

・自分に対して自信がなく，人前でうまく話せない。 

・自分からあいさつがなかなかできない。 

・子どもたちの間で，相手によって態度が変わる。 

 

��で�じ��に�り�むのが�しい� 

・どの子どもも自分に自信をもち，学習した内容を生活で生かせるようになってほしい！

・聞く態度を身に付け，伝えたい思いを話せるようになってほしい！ 

・子どもたちがお互いを認め合えるような関係をつくりたい！ 

 

��が�じ��に�かって�力し合うことによって，会話する力を 

身に付けさせたい！ 

・会話が弾むような座席の配置の工夫 

・伝え合う，聞き合う場面の設定とパタ

ーン化 

・会話がつながるように適宜声掛け 

・分かりやすく伝えるための視聴覚機器

の工夫 

・聞き方のポイントの提示 

・個に応じたまとめやすいワークシート

の工夫 

自分に自信をもち， 

生き生きと会話をする力 

そのための

個への配慮

そのための 

集団への働きかけ 
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題材名「文化祭に参加しよう！～身近な題材を使って話し方を身に付けよう～」 

本時のねらい：学級と個人の目標が達成できたか，お互いの意見を聞きながら話し合う。 

学習活動 教師の工夫と働きかけ 

○文化祭の活動を振り返る。 

・バザーの練習と本番の映像を見

比べる 

・両方を比較して気付いたことを

発表する 

・お互いの意見を聞き，考えたこ

とを発表する 

 

 

 

 

 

○バザーの目標が達成できた

か話し合う。 

・バザーの目標（学級の目標，個

人の目標）を確認する 

・学級の目標が達成できたか話し

合う 

・自分自身の目標が達成できたか

考える 

 

 

 

 

 

○まとめを書く。 

・まとめをワークシートに記入する 

 

 

 

 

○まとめを発表する。 

・友達の発表で良かった点を聞き

取り，発表する 

○ テレビを中心にして，お互いの顔が見えて会話しやす

い座席配置にする。 

 

 

  

 

 

※ 映像で見る��ントを意�させる。 

※ 発表が�わったら，�れに�する意見を�の子どもに

�めるなど，会話がつながるように��ートをする。

 

○発表の仕方を同じパターンにして，答え方の見通しを

もたせ，自信をもって発表できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※個に�じた書き方ができるようにワークシートを��

する。 

 例 ・文章にまとめる 

   ・箇条書きでまとめる 

   ・穴埋め式でまとめる 等々… 

 

※お互いの良かった点を聞き取るよう声�けする。聞き

取ることができたときには大いに��する。 

���������������の�����������

  
 
 
 
 
 

 私の目標は「相手の顔を見て話を

します」でした。当日も練習どお

りできました。 

 練習の時と本番で， 

○○さんの話し方は

変わったかな？ 

 クラスの目標は「お客さんに笑顔で帰っ

てもらうバザーにしよう」だったよね。

達成できたかな？ 

 お客さんの様子も

見てみましょう。

大きな行事（体育祭，文化祭，宿泊学習など）を迎えるたびに，会話をする力を高める

指導を繰り返し行った結果，自分に自信をもつようになり，子どもたちに大きな変容が

見られた。保護者からも， 
「言葉遣いが丁寧になり，積極的に会話をするようになりました」 
「私に分かる声の大きさで，あいさつがしっかりとできるようになりました」 
など，子どもの力の高まりを実感した感想が寄せられている。
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こんな子どもたち 

                           

                                    
 
 
 
 

教師の願いと思い 

                              

                       →  

                          

 

  

 
 

 

こんな力を育てたい！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・手先が器用な子どももいれば，不器用な子どももいる。 

・几帳面でこだわりがある子どももいれば，おおざっぱな子どももいる。 

・好きなことにはとても集中する子どももいれば，飽きっぽい子どももいる。 

 

���・不������・���がみんなさ�ざ�で，作業���の取組も

�が�きい…。 

中学校 

特別支援学級 

作業学習 

・全作業工程の明確化（全体の中での自

分の役割の確認） 

・作業しやすく，集中しやすい環境づく

り（作業ブース，一方通行の流れ作業

など） 

・共通の約束事の徹底（報告・確認） 

・共同で同じ作業に取り組む場の設定 

����������� 

������������� 

������������  

× できないことをマイナスと捉える。 

× みんなと同じことをできるようにする。

・実態に応じた作業内容の精選 

・視覚化と構造化（写真や絵カード） 

・補助具の工夫（例：ひもを 30ｃｍに切

る場合→定規を使えない場合は 30ｃｍ

のテープに合わせて切る） 

・その子どもに応じた適切な称賛 

○ 良さを生かす。 

○ 互いを認め合う。 

○ カバー，フォローする。

一�ではできないことも ・みんなで��すると成し���れることを分かって�しい。

            ・みんなで��して�成した��を�わって�しい 

そのための

個への配慮

そのための 

集団への働きかけ

構造化…部屋や空間などを分かりやすく構成し，示す方法
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単元名「版画カレンダー制作（印刷作業）」 

本時のねらい：目標枚数を決め，みんなで協力してカレンダーを印刷する。 

学習活動 教師の工夫と働きかけ 

○活動内容の確認。 

 

 

 

 

○刷りの作業開始。 

 
場の設定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① ②インクをのせる。 

③ ④紙を押さえる。 

⑤ こする。 

⑥ 乾かす。 

 

 

 

 

○後片付け。 

 

○反省と次回の予定。 

○作業工程（流れ）が分かりやすい机の配置にする。 

・写真や絵カードを用いて各自の作業内容を確認させる。 

・報告や確認を必ず行うように話す。 

・集中できない子どもには，ブースを設定して作業に取り組ませる。 

 

①�ー�ー（難易度☆☆☆☆） ②�（難易度☆☆☆） 

 
 
 
 
 
③紙おさえ�上�（難易度☆☆）  ④紙おさえ���（難易度☆） 

・共同で作業に取り組む場合は，お互いに声をかけやすい机や人の配

置にする。 

 
 
 
 
 
 
 

⑤�れん（難易度☆）     ⑥紙��（難易度☆） 

 

 

 

 

 

・必要に応じて補助具を用意し，意欲をもって作業に取り組ませる。 

 

・自分のことだけでなく，全体が早く終わるように協力を促す。 

「終わったら，他の人も手伝いましょう」 

・活動を振り返り，お互いによかったところを認め合ったり，アドバ

イスしたりする。 

・次回の活動内容について確認する。 

コラム５：視覚化と補助具の工夫 

 

 

        
   

 
   
①      ② 
③      ④ 
       ⑤ 
       
       ⑥ 
 

紙・インク 

作業机 

乾燥棚 

OK です

・写真や絵カードを使って作業のイメージをつかませる。 

・子どもの実態に合わせて工夫する。 

・できるようになったら難易度を上げる。 

 

印をつけたものさし 

相手が受け取りやすい

よ う に 向 き を 変 えた

り，渡すタイミングを

考えたりしたよ。 

難易度は☆が多

いほど難しいこ

とを示す 
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こんな子どもたち 

 

 
 
 
 
 

 

教師の願いと思い 

 
 
 
 
 
 

 

こんな力を育てたい！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中学校 

通常の学級

学級指導 

・「このゲームを友達と一緒にやってみた

い」という意欲を喚起させる情報の提示 

・グループの目的を達成するために，自分

の役割分担を果たすという自覚の育成 

・友達と一緒に活動して「良かった，楽し

かった，またやりたい」と思わせるグル

ープ編成と終了後のフォローアップ 

������������ 

・興味のないものには，やる気がおきない，意欲がわかない。 

・みんなが活動している時，何をやっていいのか分からない。 

・友達と仲良くしたいけど，どうかかわっていいのか分からない。 

・失敗したところや，間違ったところを友達に見られたくない。 

プライドが許さない。 

 

これまで失敗したことが�く，自分自�のやることに自信がない。 

������� 

�������� 

・簡単なことからできることを増やし，自信をもたせながら， 

 まずは取り組んでみよう！ 

 友達と一緒に楽しんでみよう！ 

 できなくても投げやりにならず最後までやってみよう！ 

 

�やってみよう�の意欲��できるん��の自信を�に�けて�しい。 

・生徒の実態に応じた分かりやすい指示 

・子ども各自の実態に応じた役割の設定 

・活動に入る前に見通しをもたせるための

リハーサルの実施 

・次回もやってみようとする意欲を育てる

称賛と励まし 

そのための

個への配慮

そのための 

集団への働きかけ 
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題材名「協力してやってみよう」（グループワークトレーニングを用いて） 

本時のねらい：各自のもつ情報を正確に伝え合い，グループで協力し合って話をまとめる。

学習活動 

 

教師の工夫と働きかけ 

○は教師の工夫、 ☆は補助員の支援 

  

コラム６；グループワークトレーニングとは？ 

 
 
 
 
 
 
 

○課題の「指示書」を提示し，学習がゲーム感覚で取り組

めることを話し，意欲を高めさせる。イラストなど視覚

情報を示し，説明する。 

☆対象生徒が戸惑いそうなところを，生徒のプライドを傷

つけないように，グループに活動のポイントを強調しな

がら伝える。 

 

○グループを４～５人の小グループにし，すべての生徒が

役割を果たさなくてはならない場を設定する。 

☆対象生徒の活動を後半に設定し，他の生徒の活動を見て

理解してから取り組むようにさせる。 

 

○他のグループとゲームを行う感覚で，タイムを意識させ，

正解を競わせる。 

 

○メモは，間違ったらすぐに 

消せ，何度でもやり直せる 

ように，白いビニールを机 

に広げてホワイトボード用 

のペンで書く。 

☆情報カードを読むときは，声の大きさや速さなど，グル

ープの友達が聞きやすいように話すようにさせる。 

☆聞くときは，グループの人が読む情報カードの内容を集

中して聞くようにさせる。 

 

○勝ち負けをはっきりさせ，うれしさや悔しさを感じさせ，

次に行う際は何を改善したらいいのかをグループで考え

させ，次回の楽しみと自信につなげる。 

☆うれしさや悔しさだけで終わらないように，次回の改善

につなげる。 

・グループワークトレーニングは，グループ活動の中で，情報の聞き方や話し方，まとめ

方を人と協力しながら学習することができる指導法のこと。学習目標によっては構成的

グループエンカウンターやアサーションなどのエクササイズも取り入れると効果的。 

○今日の学習内容を知る。 

 

 

 

 

 

 

○グループを作り，役割を分

担する。 

 

 

 

○活動に取り組む。 

カードを用いて 

・人に情報を伝える 

・人の情報を聞く 

・メモをとる 

・タイムを意識しながら正解

を求める 

 

 

 

 

 

 

○学習のまとめをする。 

2 石川さんの次にゴールし

たのは赤ゼッケンの人です。

情報カードの例 

指示書 
マラソン大会で，2 年 3 組の

15 人の生徒がゴールした順

番に正確に並べ替えなさい。 
制限時間は 15 分です。 

1 鈴木さんはゴール直前で

遠藤さんに抜かれました。 

・ 構成的グループエンカウンター…リーダーの指示した課題をグループで行い，そのときの気持ちを率直に語り合

うことで，お互いに認め合う体験を深めていくこと。 

・ アサーション…コミュニケーション・スキルのひとつであり，心理療法の一つとして開発された。トレーニング

を通じて，お互いを尊重しながら率直に自己表現ができるようになることを目指す。 
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こんな子どもたち 

 

 
 
 
 
 

 

教師の願いと思い 

 
 
 
 
 
 
 

こんな力を育てたい！ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特別支援学校

高等部 

保健体育 

・全員で「男の子」「女の子」の模型を見合

い，安心して性徴を受け止め，互いの成

長を実感できる学習の構成 

・相手との適切な距離感を把握できるよう

な学習内容の選定 

・楽しさや，友達への気遣いができる活動

の共有 

・「自分の体は，これからどうなるんだろう？ 心配…」 

・「友達，大好き～」一緒にいたい，触ってみたい，べたべた… 

「私も大好きだからべたべたしちゃおう」「え～。嫌だな。でも，言えないし…」 

・友達とどうかかわって良いのかよく分からないなぁ。 

 

大人になる心の変化，体の変化に��い，��子どもたち・・・ 

������������� 

����������� 

・自分の体の成長や男女の違いを知り，自分の体に起きる変化を受け止めて

ほしい。 

・かかわり合いの中で，人とのちょうど良い距離感を学ばせたい。 

 

自分の気�ちや自分の体を大切にして，自��定感を�めてほしい。 

・模型の操作や体験的な活動の導入 

・人とかかわる心地良い体験の積み重ねに

よる，人への信頼感の育成 

・個に応じた声掛けや働きかけ 

・絵カードや写真カードによる分かりやす

い教材の準備 

���������������� 

そのための

個への配慮

そのための 

集団への働きかけ 
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題材名「心と体」 

本時のねらい：男女の体の違いや大人の体への変化があることを知る。 

学習活動 
教師の工夫と働きかけ   （全）・・・集団への働きかけ 

           （個）・・・個への配慮 

○「男の子」と「女の子」の体

の違いを考える。 

 

○体の性徴を知る。 

 

 

 【確認する体の場所】 

・脇毛 

・腕の毛 

・足の毛 

・性器周辺の毛 

・あごひげ 

・のどぼとけ 

・胸 

 

 

 

○プライベートゾーンについて

知る。 

・隠したところは，大切な

ところ。 

・人に見せてはいけない。

触らせない。傷付けない。 

・人のプライベートゾーン

を触らない。見ない。  

・「男の子」「女の子」の模型を使い，具体的に体の違いを確かめる。（全）

・性器については，自分には「ない」ということで混乱する女子生徒

が考えられるので，「ある場所が違う」ということを伝える。（個） 

・ひげ等を貼って，体の性徴を具体的に確認する（個） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・水着を着せた模型を見せて，水着で隠す場所を「プライベートゾー

ン」と呼ぶことを確認する。（全） 

 

 

 

コラム７：いろいろなアプローチで，どの子にも心と体に関心をもたせよう！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

       （足湯）             （パラバルーン） 

       
 ほかには，ホットタオルを顔や手に当てたりアロママッサージをしたりする活動をした。周

りの人とちょうど良い距離をとったり，「心地良い」「楽しい」という気持ちを共有したりする

ねらいがある。 

気持ち 

いいね。
あったか

いね。 

大人の男の人は，ひげがあるよ。

ここは，友達には 

見せない場所だね。
水着の場所は･･･ 

ぼくのひげは，ここ。 

男の子って，
こうなんだ。

ぼくも一緒だ。

楽しい活動の共有 
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０９ 

 
 

こんな子どもたち 
 

 

 

 

 

教師の願いと思い 

 

 

 

アーチルと学校が話し合いながら，３つの視点を共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全学校 

全学級 

����������� 

・Ａさんは，授業中でも構わずおしゃべりし，時折席を立つことも…。 

友達とうまくかかわれずトラブルに…。学習内容はほぼ理解しているが…。 

・保護者と面談すると，以前，アーチルに相談したことがあるという。 

子どもを多面的に理解し，見通しをもって支援したい� 

�アーチルとの���

○本人（保護者）の視点での支援 

○生活全体に目を向けた支援 

○将来（成人期）を見据えた支援 

子どもの「�」と「将来」の生活

の��を�に目�す 

本人（保護者）の視点に立つと 

・Ａさんは，人の気持ちや暗黙のルール

は分かりにくい。具体的な見通しが示

されると力を発揮。 

・多くの人と「発達」が少し違う。その

子なりの「生き方」がある。 

・保護者は子育てに不安をもちやすい。 

将来を見据えると 

・保育所の頃に比べ，人とかかわる力がついてきた。でも，

発達障害の特徴は，成人期になってもなくならない。 

・成人期の社会参加に向けて，周囲に認められ「できる自分」

を感じつつ，「折り合う経験」を重ねることが大切。やり方

は人と違ってもよいから，社会で生活しやすくなる力を得

られるように。 

・学齢期には「二次障害の予防」が最重要課題。 

生活全体に目を向けると 

・児童館では，大人や年下の子と遊ぶこと

が多い。 

・家庭では，宿題にはまじめに取り組もう

とするが，疲れて集中できず「分からな

い」とかんしゃくを起こす。 

・学校ではとても頑張っている。 

アーチル…仙台市発達相談支援センターの愛称。 

二次障害…発達障害のある人が，周囲の理解を得られず，叱責やいじめ，虐待，

放任などを受けてしまい，もともとある生来の障害とは別に障害を抱えてしまう

こと（例えば，不登校，ひきこもり，うつ状態，不安状態などを呈する） 
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教師の発想を転換！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

コラム８：見方を変えれば味方になれる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1
乳幼児期

成人期

移行

移
行

フィ
ードバ

ック

学齢期

学校

�人の��人の�

�人�保�者
の�

�人�保�者
の�

児童館等

つながる

地域の支援者

保育所等

フィ
ードバ

ック

みな 

輝く大人に！

目指すのは 

子どもたちの社会的自立

アーチルとの連携により，Ａさんの視点でその行動を読み解いていくと， 
 

 

Ａさんの 

行動は… 
 
 
 

…と考えることができた。行動の表れ方は他の子と違うが，集団の中で一生懸命学ぼう

としている本人の内面が見えてきた。担任は，現在の発達段階と成人期の社会参加を考

慮し「よく考えているね。この方法でやるといいよ。」と意図的に認める声掛けをした。

また，本人に共感しながら他の子の気持ちや状況，ルールを伝えて振り返りを行った。

担任がＡさんへのかかわり方を工夫するようになると，次第に，本人の笑顔が増え担任

の提案に応じるなど，授業中，周囲と折り合いをつけて行動する姿が増えてきた。クラ

スの子どもたちも安定してきた。学校だけでなく，家庭でも以前より穏やかに過ごすよ

うになり，保護者は「一緒に生活しやすくなった。」と感じているそうである。 

Ａさんに�して 
○将来に向け，今は周囲に合わ

せることだけを求めない。み

んなと違ってもいいんだ。 

○学校と家庭の姿は結構違う。

生活全体の安定を大事に。 

○学齢期だからこそ 

× 苦手なことの克服優先 

◎ 得意なことを十分保障 

○「ダメなことはダメ」と伝え

る。でも，困ったときのＳＯ

Ｓもキャッチする。 

○本人の認知の特徴を知り，分

かる方法で伝えてみよう。 
 
 

学級全体に�して 
○「違いがあるのは当たり前」

Ａさんの気持ちを代弁し，ま

ずは教師が理解する姿勢を

示していこう。 

人への信頼・ 
楽しみ・役割・
自己肯定感 
が土台に！ 

おしゃべり⇒課題に関心をもち一生懸命考えている行為 

立ち歩き⇒授業に集中するために気持ちを切り替える方法 

トラブル⇒「仲間に入りたい」「友達に認められたい」気持ちの表れ 

学級への所属意識や友達への関心が育ってきたがゆえに出ている行動 

アーチルの��支援 

・本人の状態や本人を取り巻く

状況を正確に把握 

・乳幼児期から成人期までを見

通した一貫した支援の実現

に向けて，関係機関と連携し

ながら支援 
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① 子どもの良いところも苦手なところも全て受け止めましょう。 

② 子どもの内面に目を向け，頑張りたいと思っていることに着目して目

標を一緒に考えましょう。 

③ 子どもの認知特性を把握し，分かりやすい方法で伝えましょう。 

④ 子どもが「できた」と感じたことを共感することで自信が育ちます。 

⑤ スモールステップの課題を工夫しましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

授業づくりで��なことは，「���の�きかけ」と「��の�慮」を
�ラ�スよく�うことです。 

教室全�の整� 

① １日 1 回は教室を見回してみましょう。汚れや破損，不要な物はありませんか？ 

② 掲示物を整えましょう。意味のある物ですか？ 貼りっぱなしで，貼り替える時期を過

ぎてはいませんか？ 

③ マイナスの言葉ではなく，プラスの言葉を使うように習慣付けましょう。 

④ カードや写真等を活用し，手順や段階などを視覚的にとらえられるようにしましょう。

⑤ 子どもの様子によって，座席の位置を考慮しましょう。 

学級を育てる 

① クラスの子どもたちと本気で遊びましょう。心を通わせましょう。 

② 子どものポジティブな面に着目して声掛けしましょう。認めましょう。 

③ 「分からなければ近くの人に尋ねればいい」ことを教えましょう。 

④ 席が近くの子ども同士の関係づくりをしておきましょう。 

学級を丁寧にまとめ，誰にとっても居心地の

よい学級をつくることが，授業づくりの基盤に

なります。 

�の�を�ばす 
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 《小学校の例》 

段階 主な学習活動 
学習 

形態 
指導と支援の手立て 

配慮を要する 

児童への支援 
評価 

導入 ・本時の学習内容

を知る。 

 

一斉 ・今日の学習内容を板書

し，目標を提示する。

・目標はカードを使用

してはっきり分か

りやすく提示する。 

・学習内容を

把握でき

たか。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

教師��がつながる 

① 子どものことを語り合いましょう。 

② 教材について相談しましょう。 

③ 積極的に授業を公開しましょう。 

④ 「チームで考え，チームで支える」ことが大切です。

個別の指導計画�個別の教育支援計画を��する 

 

① 日々の指導の根拠となるものです。常に読み返しましょう。

② 保護者と，子どもの学びや育ち，将来の希望について語り合

いましょう。 
「子どもにどんな

力をつけていきた

いか」を具体的に

考えましょう。 体裁の整った書類を作ること

ではなく，教師と保護者とが，個

別の指導計画等を挟んで子ども

の今とこれからを見つめること

が大切です。 

どれも「�たり�のこと」ですが，�の�たり�のことを��することが
とても大切なのです。 

��，�日からの授業づくりに�り�んでみましょう� 

○仙台市教育センター 学習指導支援班（℡ ２５１－７４４０） 

 事業名：特別支援授業サポート 

 個に配慮した授業づくり 

○仙台市教育局学校教育部 特別支援教育課（℡２１４－８８７９） 

 事業名：特別支援教育サポート 

 児童生徒の理解と対応 

教��生を�して，

���課（サポート�

���）へ��で��

してく��い。 

☆指導案の中に「配慮を要する児童生徒への支援」という項目を入れて作成することも有効です。
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副編集委員長 仙台市立袋原中学校             教  諭   吉田 敬二 
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       仙台市立長町中学校             教  諭   阿部 真紀 

       仙台市立鶴谷特別支援学校          教  諭   髙橋  望 

       仙台市立南光台東小学校           教  諭   保科 文人 

       仙台市立長町南小学校            教  諭   薮田 幸平 

       仙台市北部発達相談支援センター       主  査   佐藤 陽子 

 

事務局    仙台市教育局特別支援教育課         課  長   赤間  宏 

                             主  幹   杉  肇子 

                             主任指導主事 原 新太郎 

                             指導主事   松川 誠一 

                             指導主事   癸生川義浩 

                             指導主事   三浦 潤子 

                             指導主事   髙橋美奈子 

長い目で見ると，心配していた子どもが結構うまくやっていることが多くあります。うまくやれ

ている人に共通しているのは，小さな頃から「できた・分かった」経験をたくさん積んでいること

です。そして，そのたびに親をはじめ，周りの人たちみんなから認められて育っています。そうい

う人は，大きくなってからも「やればできる」と思っていますし，「やれば周りから承認される」と

言うことを体で覚えています。だから，生き方に安定感があります。 

この冊子は，専門的な授業手法ではなく，子どもが育つ要素がバランスよく仕組まれた授業を紹

介しています。授業において，集団への働きかけ，個への配慮を適切に行うことの大切さをこの冊

子を通して感じていただき，自信をもって授業づくりに取り組んでいただければ幸いです。 

（今野 記） 
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